
北米仕様のMX-5（日本名：ロードスター）をベースに

した、世界統一スペックによるハイレベルなワンメイク
レースの日本シリーズとなる「GLOBAL MX-5 CUP JAPAN
（以下GMCJ）」が、4月9日（日）に開幕しました。

闘いの舞台は宮城県のスポーツランドSUGO。今年で
3回目を迎える「マツダファン東北ミーティング2017 in 
SUGO」のメインイベントとして、多くのマツダファンの注
目を集めての開催となりました。

CABANA Racing（株式会社トップセレクション）では、こ

のワンメイクレースの趣旨に賛同しシリーズチャンピオ
ンを狙うべく、日本を代表するレーシングドライバーの
山野哲也選手を起用しシリーズにフル参戦します。

レースは実質、7日（金）の練習走行から動き出し、さ
らに予選の8（土）にも30分×2本の公式テストが設けら
れていました。山野哲也選手が駆る♯7は、テスト1回
目・2回目ともに2番手のタイムを記録。

しかしながら、山野選手はもちろん、安藤宏代表兼監
督、山崎登チーフエンジニアをはじめチームのスタッフ
は、現状におけるマシンの仕上がりに満足していませ
んでした。決戦前夜の土曜日の日が沈んで冷え込ん
だSUGOのピットに最後までいたのは、CABANA Racing
でした。

「GLOBAL MX- 5 CUP JAPAN」の開幕戦で
ポールトゥウィンによりシリーズ初優勝を飾る

Qualifying／1st／1ô36ò693

明けて9日（日）、あいにく朝から空模様ははっきりせ
ず、GMCJの公式予選が始まる8時30分にはポツポツと
雨粒を感じるようになりました。

それでも序盤はまだドライといえるコンディションで、各
車が慌ただしくアタックに入ります。

山野選手は計測1周目から1分36秒台に入り、続く2
周目に36秒693を刻みます。しかし、♯56の大井貴之
選手が4周目に36秒592を記録。そして最後のアタック
に入った山野選手ですが、SPコーナー周辺で先行車に

引っかかってアクセルオフ。最新の計測機器は、他車
に引っかからなければ36秒台前半だと予測していたと
のことです。

イコールコンディションを徹底するGMCJでは予選後に

も再車検を行いますが、ここで事件が発生します。
♯56が車重不足のためタイム抹消で予選不通過となり

ました（その後最後尾でのスタートが認められることに）。
こうして山野選手は記念すべきGMCJの開幕戦を、ポー
ルポジションからスタートすることが決定しました。

以下、2番手には♯5の今村大輔選手が1分36秒928
で続き、予選3番手の♯740・吉田綜一郎選手からはベ
ストタイムが37秒台となっています。



GMCJの決勝レースは予定より少し遅れて、11時50分

にローリングスタートが切られました。空模様は一進一
退ですが路面はほぼドライに回復し、全車スリックタイヤ
を装着。ここから45分が経過した後、最初にフィニッシュ

ラインを通過する先頭車両にチェッカーフラッグが振られ
るタイムレースとなります。

スタートはとくに波乱もなく、序盤から山野選手、今村
選手、吉田選手の上位3台が接近戦を展開。6周目の終

盤にわずかにテールをスライドさせた山野選手の隙を見
逃さず、7周目の1コーナー進入で今村選手がトップに立
ちます。すると今度は再現ドラマのように、山野選手が9
周目に逆転。

Final／1st ／ 4630 977／27LAPS

この終盤あたりから山野選手は明らかにコーナーの走
行ラインを変えてきます。レインボーからハイポイント、さ
らに馬の背からSPのイン＆アウトでは、イン側を開ける

「アウト・ミドル・アウト」でトレースを開始。それでも直後の
大井選手は、ガラ空きとも思えるインには飛び込んで来
ないのです。

全ポストでオイルフラッグが出されるフルウエットコン
ディションになり、百戦錬磨のふたりのベテランドライバー
には、限界ギリギリで走れるラインは1本しかないことが
わかっていました。規定の45分が過ぎ、チェッカーフラッ

グを受けた山野選手と、ほぼ真横に並んだ大井選手との
ギャップは0.128秒でした。

CABANA Racing の勝利という最高のエンディングで、
GMCJの開幕を飾るにふさわしいバトルに幕が降りました。

練習走行からマシンのセッティングに悩み、想像以上に
苦しい展開となった初戦ですが、チームスタッフ全員の努
力により掴んだ開幕戦の優勝で、喜びもひとしおでした。

来たるGMCJ第2戦の舞台はF1日本グランプリでもおな
じみ、三重県の鈴鹿サーキット。5月7日のワンデーで予
選・決勝を行います。

http://mx -5cup.jp

トップ2台の直後には弱冠20歳の新鋭ドライバー、吉田
選手が追走していましたが、これにもう1台が加わってき
ました。最後尾スタートの♯56・大井選手で、10周目に

はあっさりと吉田選手をパス。そこからは雨が降り出す
中、約8周にわたって大井選手と♯5今村選手との壮絶
な2位争いのバトルが始まります。

これにより、先頭の山野選手は一瞬だけ楽な展開にな
りました。20周通過時点では4秒近いアドバンテージを

築きますが、今村選手とのバトルに決着を付けた大井
選手のヘッドライトが、♯7のミラーにみるみる迫ってき
ます。その差は22周終了時点で1.420秒、さらに23周で
0.162秒と、まさにテールトゥノーズ状態となりました。



DriverôsComment 山野哲也選手

Team Chairman/Directorôs Comment安藤宏チーム代表兼監督

Chief EnginnerôsComment 山崎登チーフエンジニア

ひとまず開幕戦で勝ててよかったです。決勝では、決して弱気になったわけではあり
ませんが、路面がフルウエットに切り替わった後半は大井選手が追ってきてブロックラ
インから外れることが許されず、チェッカーフラッグが待ち遠しいレースになりました。

それでも、いつも一番遅くまでサーキットに残って頑張ってくれた監督やエンジニア、マ
ネージャーなど、チーム全員への感謝の気持ちが、最後まで背中を押してくれました。

決勝の序盤では、想定していたよりライバルのペースが速く、タイヤをセーブしながら
後半に引き離すという作戦が通じませんでした。

さらに今村選手に一度抜かれてしまいましたが、抜き返して再びトップになり、この後
にギャップを作れたことが展開的に良かったですね。

マシンに関しては、まだまだセッティングの余地はありそうです。ライバルより早くより
よいセットを見つけ出し、次戦の優勝につなげたいと思っています。

正直なところ苦戦しましたが結果が出て本当に嬉しいです。このMX- 5 CUPカーのセッ
ティングは想像以上に難しくて、本当に「ちょっとずつ、ちょっとずつ」で、やっと煮詰めに
入ってきたかなという段階です。少しでもやり過ぎると一気にダメになる感じで、エンジニ
ア泣かせなマシンですね。

僕は、ドライバーのコメントを精査しながらセットを考えていくのですが、山野さんは
フィードバックが的確なドライバーなので本当によかったなと実感しています。

マシンのセッティングは、もちろん予選の前から雨を想定した準備はしていましたが、
よほどの激しい雨にならない限り、タイヤをレインに交換するだけと決めていました。た
ぶん余計なことをすると、かえってバランスが崩れるだろうと。

次の鈴鹿は今回のSUGOよりはマッチしている感触があるので、ちょっと楽ができるか
なと期待しています。どちらにしても厳しい勝負になることには変わりありません。

ただただ「嬉しい」の一言です。結果的にみると「ポールトゥウイン」でしたが、45分間に
渡って一瞬たりとも余裕を持てる展開にはなりませんでした。チームとしては、金曜日の練
習走行からセッティングに悩み、土曜日の公式練習でもタイムが伸びず突破口が見えな
かったのは事実です。そういったことから見ても、苦しい初戦でした。

これまでは、86/BRZのワンメイクレースを3年間フル参戦してきました。それに比べれば
台数の少ない今回のGLOBALMX- 5 CUP JAPANで、しかも山野哲也選手に乗ってもらい、
これほど「ヒヤヒヤ・ドキドキ」する展開になるとは思っていませんでした。

山野選手をドライバーに起用したのは、実績や実力、開発力、フェア精神、カリスマ性な
ど多くの面で新しく始まるレースのドライバーにもっとも適した存在と判断したからです。ま
た、山野選手の存在でGMCJをより格式のあるエキサイティングな選手権だとMAZDAファ
ンやロードスターファンの方々に感じていただき、来年、再来年とシリーズがさらに盛り上
げていくための牽引役になってもらいたいとも考えています。

そして個人的には、ロードスターが大好きなクルマだったことや、厳格なレギュレーショ
ン、レースへのこだわりなどプロフェッショナルさが感じ取れたことも理由のひとつです。


